








 

A 研究目的: 

新生児の救命と健全育成とをはかるためには,未熟児以外の例をも含めて,すべ

てのハイリスク児を対象として集中強化医療intensive careを行うことが最も

効果的な方法と考えられる。 

最近数年来,未熟児,および新生児医療は呼吸管理,体液管理,体温管現,モニタ

リングなどの進歩により明らかな改善のあとが認められるが,更に検討される

べき間題も少なくない。 


